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Abstract
There are lots of obstacles to interpret technical terms of movement analysis such as differences of English 
and Japanese. Kestenberg Movement Profile （KMP） is an useful method to evaluate children’s movement, 
however it is difficult to understand by simple translations into Japanese just referring to English-Japanese 
dictionary. So it needs a kind of special words to bridge the gaps between linguistic words and actual mean-
ings. Questionnaire survey was done in order to pickup specific imaginary words to express the movements’
essence. 13 female university students who don’t know KMP chose appropriate words by themselves freely 
to express each movement, observing it by KMP specialist. They could choose any Japanese word and sen-
tence selecting verbs, nouns, adjectives, and onomatopoeias. The result told us that much more onomatopoe-
ias were used than verbs and adjectives.
Focusing on Tension Flow Rhythm （TFR）, we also have to interpret psychoanalytic meanings behind 
each word. In order to choose the best Japanese translation words, we need diverse information from visual, 
linguistic and basic understanding for the frame of references.
It is also recognized that opposite Japanese words would be better than direct translation words when we 
cannot figure out what KMP technical terms meant. In addition, we should refer psychoanalytic developmen-





守る必要がある．Kestenberg Movement Profile （KMP）1）は，精神分析学的理論基盤をふまえた動きの分
析方法であり，動きを心理療法的に用いるダンスセラピーにおける子どもの動きの評価法として，臨床
場面で広く活用2－5）されてきた．しかしながら，わが国での KMP 研究は未開拓な分野であり，これま
で大橋6，7）による KMP の調律（attunement）などの概念の紹介がなされているが，KMP 成立の背景となる
理論的基盤についての検討はされていない．また基礎となる文献が日本語に翻訳されることはなく，す




















⑴　対　　象　保育者を目指す大学 4 年の女子学生 13 名
⑵　調査日時　2010 年 5 月 11 日（火）　11:00 ～ 11:30




の Table 1 の通りである．











flow adjustment ⇔ even flow













⑷　提示映像　KMP Strut　Mary Armstrong 作・構成，出演．Susan Loman 監修．
　　　　　　　Antioch University New England 製
　　　　　　　テンションフローリズムについてのみインターネットでサンプル映像の閲覧が可能である．
　　　　　　　詳細は，http://www.antiochne.edu/ap/dmt/kmp.cfm 参照のこと．
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を吸う）リズムを一例としてまとめ，その全回答を示したのが Table 3 である．映像から抽出した特徴的




P013-021.indd   15 2011/02/04   14:39:31
（㟢山，中）
－ 16 －
Table 2.  KMP 動きの映像からの自由記述の品詞分類結果
分　類 動　詞 名　詞 形容詞 オノマトペ その他 合　計
sucking 1 8 2 18 0 29
snapping/biting 4 13 1 16 0 34
twisting 6 6 3 9 0 24
strain/release 6 6 1 12 1 26
running/drifting 8 13 0 7 2 30
starting/stopping 13 14 0 1 1 29
swaying 2 14 0 11 0 27
surging/birthing 13 11 0 4 0 28
Jumping 1 14 0 7 0 22
spurting/ramming 3 15 0 3 0 21


























Figure 3.  Sucking Rhythm の動き
Figure 2.  自由記述にみられる品詞毎の割合
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⑵　テンションフロー特性
相反するフローの動きについての全回答を示したのが，Table 4 である．それぞれの Flow の特徴的な
動きを示したのが Figure 4､5 である．　
Table 4.  Flow Adjustment & Even Flow についての全回答












L ロボット T のび
M ロボットダンス． ゆっくり両手を広げる．
Figure 5.  Even Flow の動きFigure 4.  Flow Adjustment の動き
Flow adjustment については，「ロボット」が 3 例，Even flow については，「ゆっくり」が 3 例あった．
また用いられる表現の言葉は異なるものの，語尾を長めに伸ばす記述が 3 例見られた．
⑶　前駆エフォート
日本語の逐語訳では，相対する意味とならない Flexibility と Channeling について，その全回答を
Table 5 に示した．それぞれの動きの特徴をとらえた動きを示したのが Figure 6,7 である．
Flexibility については，「ねこ」に関する表現が 3 例，「まぶしい」の形容詞が 2 例，「くねくね」のオノ






飾ではなくオノマトペを多用していたことであった．270 語中，形容詞は 7 語のわずか 3％に対し，オ
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Ｋ くねくね，泣いてる あれ ? 頭痛ーい，止まる，見上げる
L まぶしい，やめて ぼー
M ライトが当たってまぶしい． 何かを見て，考える．
Figure 7.  Channeling の動きFigure 6.  Flexibility の動き
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⑵　二項対立概念をふまえた訳語の選択
LMA を中心とする運動分析12）において，ひとつの運動の質は，対立する 2 つの動きの特性に分類さ
れている．例えば，エフォートは fighting（戦闘的，攻撃的）と indulging（陶酔的，服従的）に分類されて
おり，すべてのエフォートの要素（時間，空間，力性，流れ）が二分されている．流れを示す flow にお
いて，fighting エフォートは bound flow，indulging エフォートは free flow とされている．
このことは，KMP における flow の概念成立にも影響しており，flow adjustment と even flow は，二項
対立を意識した訳出が必要である．しかしながら，語彙だけを考えるなら，adjustment は調整を意味し，























テンションフローリズムは，0 ～ 6 歳までの発達段階で見られる特徴的な動きのリズムを示しており，
⇔でつながれた言葉は二項対立ではなく，同時期に出現する二項対立の動きのみ／でつながれていた．
前出の拙稿では，これらのリズムを Table6 のように訳出していた．
Table 6.  テンションフローリズムの逐語訳 
誕生から 1 歳 乳を吸う⇔噛み付く／噛む
～ 2 歳 捻る⇔緊張する／弛緩する
～ 3 歳 走る／漂う⇔始める／止まる
～ 4 歳 揺れる⇔押し寄せる／生まれる
～ 6 歳 跳ぶ⇔力走する／激突する




児童精神科医であった Kestenberg は Freud, A. の精神分析学的発達理論を基盤とし，発達段階を口唇
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特に，尿道期については Freud, S. の精神分析学では取り上げられることはなく，一般的な精神分析
とは異なる分類方法となっている．同様に内性器期，外性器期も Freud. S. 理論においては男根期と称
されている．尿道期・内性器期については，Kestenberg と共同研究者による子どもの直接観察によって
見出された発達段階であり，排尿の制御と内性器（膣・子宮，前立腺・陰嚢）感覚の始まり，それぞれの













語での KMP 用語を見出そうとする試みであったため，KMP が成立していく基盤となった精神分析学
的発達理論をふまえた解釈を深めるには至っていない．今後は，KMP の実用性の検討と並行しながら，
Kestenberg 自身の KMP 作成にいたる理論的基盤や児童精神分析学の理論を再検討しながら，研究を進
めていきたい．
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